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刑法犯
[image: image1.emf]受理件数 対前年比 受理件数 対前年比 受理件数 対前年比 受理件数 対前年比 受理件数 対前年比 受理件数 対前年比

（件） （％） （件） （％） （件） （％） （件） （％） （件） （％） （件） （％）

平成22年 13,554 6.3 14,686 3.6 1,482 0.3 3,730 3.9 2,116 2.8 1,216 11.6

平成23年 14,034 3.5 13,784 △ 6.1 1,457 △ 1.7 3,560 △ 4.6 2,146 1.4 1,347 10.8

平成24年 13,821 △ 1.5 13,441 △ 2.5 1,450 △ 0.5 3,561 0.0 2,268 5.7 1,368 1.6

平成25年 13,721 △ 0.7 13,150 △ 2.2 1,517 4.6 3,297 △ 7.4 2,450 8.0 1,437 5.0

平成26年 14,833 8.1 13,000 △ 1.1 1,354 △ 10.7 3,185 △ 3.4 2,346 △ 4.2 1,447 0.7

家事審判事件 家事調停事件

年次

相続放棄 子の氏の変更

改　　氏

婚姻中の

夫婦間の事件

子の監護処分 婚姻費用分担


認知件数は過去10年間で約４割減
平成26年の刑法犯認知件数は、14万8,257件で、前年に比べ3,156件(前年比2.1％)減少しました。また、検挙件数は２万5,239件となっており、検挙率は17.0％で前年に比べ0.6ポイント減少しております。
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また、検挙人員は１万9,648人で、年齢別に見ると、14歳から19歳の少年が4,446人(構成比22.6％)となっており、前年の構成比(23.6％)に比べ1.0ポイント減少しています。一方、70歳以上の高齢者の検挙人員は、2,047人(同10.4％)となっており、前年の構成比(8.9％)より1.5ポイント増加し、ここ数年、高齢者の検挙人員に占める割合は増加しています。


裁判所

事件総数は減少　家事事件は増加 
平成26年に大阪府内の裁判所が受理した事件件数は、31万2,433件 (前年比3.0％減)で、ここ数年減少しています。
このうち、民事・行政事件は14万4,407件(同1.1％減)、刑事事件は９万430件(同9.3％減)、少年事件は１万368件(同8.7％減)となっており、いずれも減少傾向にあるなかで、家事事件は６万7,228件(同3.1％増)と増加傾向にあり、事件全体に占める割合も増加しています。




家事事件は、審判事件(５万4,796件(前年比4.4％増))、調停事件(9,577件(同2.5％減))となっています。そのうち家庭裁判所で受理した審判事件の内訳は、「相続放棄」が１万4,833件(審判事件全体に占める割合は27.1％)と最も多く、次いで「子の氏の変更」が１万3,000件(同23.7％)、「改氏」が1,354件(同2.5％)の順となっています。

また、家庭裁判所で受理した家事調停事件の内訳は、「婚姻中の夫婦間の事件」が3,185件(調停事件全体に占める割合は33.3％)と最も多く、次いで「子の監護処分」が2,346件(同24.5％)、「婚姻費用分担」が1,447件(同15.6％)の順になっており、「子の監護処分」が前年に比べ8.0％増加しています。
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[資料：大阪府警察ＨＰ参照]





刑法犯罪種別認知件数等の推移





年齢階級別刑法犯検挙人員の推移





[表21-18参照]





事件別受理件数の推移





[表21-4～5、裁判所「司法統計」参照]　





注：民事・行政事件及び家事事件は件数、刑事事件及び少年保護事件は人員





家事事件の主な事件別受理件数の推移（大阪家庭裁判所）





 [表21-9～10参照]








